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第 150回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『大局観を持つ『具眼の士』 〜 悩める時、勇気づけ、励まされる 〜』 

 

2023 年 1月 28 日 押上駅で下車し、高さは 634mの東京スカイツリーを久しぶりに見た。『が

んサポートナース』の新年会に赴いた。 国立がんセンター中央病院、新潟県、千葉県、大

阪府からも医療関係者が参加されていた。『日本地域医療連携システム学会』の開催につい

て、大いに話が盛り上がった。 大変有意義な充実した時であった。 

 

2023 年 1月 29 日は、『東久留米がん哲学外来 in メデイカフカフェ』(13:00〜 

15:00)(画像)、『読書会』(15:30〜17:00)(画像)である。『東久留米がん哲学外来 in メデ

イカフカフェ』は 2008年から、『読書会』は 2007年からスタートした。『読書会』は、新

渡戸稲造『武士道』(岩波文庫、矢内原忠雄訳)と内村鑑三『代表的日本人』(岩波文庫、鈴

木範久訳)を交互に読み進めている。【樋野先生のユニークでわかりやすい解説とさり気な

く語られるメッセージに励まされ、人生の生きる意味をあらためて考えるひとときになりま

す。どなたでもご参加いただけます】と紹介されている。 今回は、内村鑑三『代表的日本

人』の『二宮尊徳 ― 農民聖者』の第 1 章「今世紀初頭の日本農業」、第 2 章「少年時代」

で、音読の担当は、森尚子氏である。 

 

筆者は19歳の時、京都で東京大学法学部の学生時代に南原繁に学ばれた先生から、南原繁

（1889-1974）との間接的な出会いが与えられた。そして、【内村鑑三（1861-1930）＆ 新

渡戸稲造（1862-1933）＆ 矢内原忠雄（1893-1961）】へ導かれた。『代表的日本人』（内

村鑑三）と『武士道』（新渡戸稲造）は、若き日からの座右の書である。 悩める時に、い

かに勇気づけ、励まされたことか。  【１人で 部屋で 静かに１時間読書する習慣をつけよ！】

と教わった。 筆者は、若き日から、内村鑑三、新渡戸稲造、南原繁、矢内原忠雄の全集を

読んだものである。 【『病理学』は顕微鏡を覗きながら、大局観を持つことが求められる

分野】である。 【『癌哲学者』は、高度な専門知識（癌学）と幅広い教養（哲学）を兼ね

備えている人物のことであり、視野狭窄にならず、複眼の思考を持ち、教養を深め、時代を

読む『具眼の士』】である。【最も必要なことは、常に志を忘れないよう心にかけて記憶す

ることである】（新渡戸稲造）の教訓が今に生きる。 
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 日程（ 要予約） 2 02 2 年 

4 月 24 日、5 月 22 日、6 月 26 日、7 月３ １ 日、８ 月 2１ 日、 

９ 月 2５ 日、10 月 2３ 日、11 月 27 日、12 月 18 日 

2023 年 

１ 月 29 日、２ 月 26 日、3 月 26 日 

時間： 13 時~ 15 時 

＊変更の場合があります、ホームページにてご確認、ご予約ください。 

予約・お問い合せ： 東久留米がん哲学外来 in メディカルカフェ 

アドレス higashikurume.gg@gm ail.com  

https:/ / www.higashikurume-gantetsu.com 

【主催】東久留米がん哲学外来 【後援】一般社団法人がん哲学外来 
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